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３年度決算を見る３年度決算を見る

12p12p

4p4p

安心して暮らせる環境充実安心して暮らせる環境充実 2p2p
３年度の決算を認定３年度の決算を認定

～決算の質疑など～

物価高騰下の酪農振興は物価高騰下の酪農振興は ～３議員が一般質問～
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９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
２
日
か
ら
９

日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
３
年

度
会
計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
４
年
度
補
正

予
算
な
ど
11
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
の
対
応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

新たな町の拠点となる新庁舎の完成

９月定例会議９月定例会議

せる環境充実せる環境充実安心して暮ら安心して暮ら

財政健全化判断比率は｢健全｣を維持
　「財政健全化法」に基づく３年度の一般会計、特別会計、
第３セクターなどの決算を含めた各指標は、いずれも基準を
下回りました。

●健全化判断比率
各　指　標 ４年度 ３年度 比較

実質赤字比率　　 （15％） 赤字なし 赤字なし －
連結実質赤字比率 （20％） 赤字なし 赤字なし －
実質公債費比率　 （25％） 8.3％ 8.4％ △0.1
将来負担比率　　 （350％） なし 5.5％ 皆減

生活のために生活のために夢と誇りある夢と誇りある

　
３
年
度
の
全
会
計
の
総
支

出
額
は
、
１
０
０
億
９
５
６

８
万
円
で
前
年
度
比
８
３
０

９
万
円
、
０
・
８
㌫
増
加
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
支
出
額
は
、

89
億
６
１
０
万
円
で
前
年
度

比
３
２
０
１
万
円
、
０
・
４

㌫
の
増
加
で
す
。
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付

金
や
高
齢
者
福
祉
施
設
建
設

事
業
、
道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン

建
設
事
業
な
ど
が
主
な
要
因

で
す
。

　
三
つ
の
特
別
会
計
の
支
出

総
額
は
11
億
８
９
５
７
万
円

で
前
年
度
比
５
１
０
７
万
円
、

４
・
５
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
町
の
新
た
な
拠
点
と
な
る

複
合
機
能
を
兼
ね
備
え
た
役

場
新
庁
舎
が
完
成
し
賑
わ
い

の
創
出
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
可
能
と
す
る
情
報
環
境
を

備
え
た
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

全
会
計
が
黒
字
決
算

３  年  度  決  算  の  状  況
会　　計　　名 収　　　　　入 支　　　　　出

一  　般 　 会　  計 92億5002万円 89億 610万円
特
別
会
計

国民健康保険事業　 9億2227万円 9億 888万円
農業集落排水事業　 2億 845万円 2億 321万円
後期高齢者医療事業 8147万円 7747万円

合　　　　　　計 104億6224万円 100億9568万円

意見書を提出する馬渕文雄代表監査委員

●資金不足比率
　経営健全化基準は20％未満で、対象となる
農業集落排水事業の資金不足は発生していま
せん。

フ
ィ
ス
」
が
整
備
さ
れ
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
新
た

な
働
き
方
の
実
現
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
の
詳
し
い

内
容
は
、
４
～
５
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
概
要
】

　
３
年
度
決
算
は
す
べ
て
の

会
計
が
黒
字
で
す
。
普
通
税

の
徴
収
率
が
前
年
度
を
上
回

り
、
使
用
料
な
ど
を
含
め
た

未
収
金
も
、
４
４
６
万
円
減

少
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
職
員
の
徴
収
に
対
す
る
取

り
組
み
の
創
意
工
夫
を
求
め

ま
す
。

　
全
会
計
の
地
方
債
は
前
年

度
に
比
べ
増
額
し
た
も
の
の

臨
時
財
政
対
策
債
を
繰
上
げ

償
還
し
、
財
政
健
全
化
対
策

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
高

く
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
３
年
度
は
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
ほ
か
経
済
対
策

事
業
等
、
全
庁
あ
げ
て
迅
速

に
事
業
展
開
さ
れ
て
お
り
、

住
民
生
活
の
安
心
安
全
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
評
価
し
ま

す
。

監
査
委
員
の
意
見

起
債
の
繰
上
げ
償
還
を
評
価

※各指標（　）内の早期健全化の基準で、数値が低いほど健全な財政
運営になります。
※将来負担比率は、将来負担見込額が充当可能な財源の額を下回り、
比率なしとなりました。
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新庁舎建設により支出増新庁舎建設により支出増 自 主 財 源 比 率 改 善自 主 財 源 比 率 改 善

　
収
入　
総
額
は
、
92
億
５

０
０
２
万
円
で
、
前
年
度
比

４
億
１
８
９
５
万
円
、
４
・

３
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
入
全
体
の
39
㌫
を
占
め

る
地
方
交
付
税
は
36
億
４
１

０
１
万
円
で
、
前
年
度
比
１

億
１
８
３
３
万
円
、
３
・
４

㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
町
債
（
借
入
金
）
は
、
17

億
７
３
５
７
万
円
で
、
前
年

度
比
３
８
７
７
万
円
、
２
・

１
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
町
税
は
、
５
億
９
２
９
９

万
円
で
、
前
年
度
比
１
億
２

７
３
０
万
円
、
27
・
３
㌫
増

加
し
ま
し
た
。

　
支
出　
総
額
は
、
89
億
６

１
０
万
円
で
、
前
年
度
比
３

２
０
１
万
円
、
０
・
４
㌫
増

加
し
ま
し
た
。

　
総
務
費
は
、
28
億
４
５
０

３
万
円
で
、
特
別
定
額
給
付

金
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
前

年
度
比
６
億
３
９
６
万
円
、

17
・
５
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　
民
生
費
は
、
13
億
９
８
６

１
万
円
で
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事

業
に
よ
り
、
前
年
度
比
２
億

２
４
１
８
万
円
、
19
・
１
㌫

増
加
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
９
億

７
７
０
５
万
円
で
、
道
の
駅

レ
ス
ト
ラ
ン
建
設
事
業
等
に

よ
り
、
前
年
度
比
１
億
４
２

４
８
万
円
、
17
・
１
㌫
増
加

し
ま
し
た
。

　
商
工
費
は
、
２
億
５
０
２

７
万
円
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
等
に
よ
り
、
前

年
度
比
８
４
５
４
万
円
、
51

㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
９
億
８
６
８

３
万
円
で
、
繰
上
げ
償
還
に

よ
り
前
年
度
比
１
億
３
０
９

６
万
円
、
15
・
３
㌫
増
加
し

ま
し
た
。

　

基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、

63
億
９
６
０
９
万
円
で
、
前

年
度
比
６
億
１
７
３
万
円
、

10
・
４
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
町
債
（
借
入
金
）
残
高
は
、

94
億
５
８
８
２
万
円
で
、
前

年
度
比
８
億
６
４
２
万
円
、

９
・
３
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

住民一人当たりにすると（家計簿にたとえると…）

(　　　　　)

医療費が
３万円
増えたわ

1,562,000円
４年３月末の人口

5,696人

子どもへの仕送り
84,000円
繰出金
5.4％

年金掛金、保険料など
456,000円
負担金など
29.2％

光熱水費など
166,000円
物件費 
10.6％

家の増改築など
395,000円
建設事業費 
25.3％

住宅ローンなど
172,000円
公債費 11.0％

医療費など
122,000円
扶助費 7.8％

食費
167,000円
人件費 10.7％

項　目 内　　　　容

総務費 町の財産管理や町税の事務などに
充てる経費

民生費 高齢者や障がい者、保育所運営な
ど社会保障に充てる経費

公債費 事業のために国などから借りたお
金の元利償還金

衛生費 保健・衛生・環境などの業務に充
てる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体
育事業に充てる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維
持管理に充てる経費

農林水
産業費

農林・畜産業の振興などに充てる
経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる
経費

商工費 商工業や観光の振興などに充てる
経費

議会費 議会の運営に充てる経費

その他
の経費

災害復旧費､ 労働費､ 諸支出金､
予備費などの経費

項　目 内　　　　容

自 
主 
財 

源

［
町
が
自
力
で
収

入
で
き
る
お
金
］

町　　税 町民税や固定資産税など、町
民の皆さんからの税金

諸 収 入 町税の延滞金や預金利子など

その他の 
自主財源

保育料や、他の収入科目に含
まれないお金

依　
存　
財　
源

［
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　
　

］

地方交付税 町の財政需要の状況により国
から配分されるお金

町　　債 事業を行うために国や金融機
関などから借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもら
うお金

県支出金 事業を行うために県からもら
うお金

その他の 
依存財源

地方消費税交付金、地方譲与
税、自動車取得税交付金など

３年度一般会計決算を見る

民生費
13億9861万円
15.7％

民生費
13億9861万円
15.7％

支出
89億円

衛生費
8億2433万円
9.3％

衛生費
8億2433万円
9.3％

総務費
28億4503万円
31.9％

総務費
28億4503万円
31.9％

農林水産業費
9億7705万円
11.0％

農林水産業費
9億7705万円
11.0％ 公債費

9億8683万円
11.0％

公債費
9億8683万円
11.0％

土木費
4億9835万円
5.6％

土木費
4億9835万円
5.6％

消防費
3億8998万円　4.4％
消防費
3億8998万円　4.4％

その他の経費
1億1498万円　1.3％
その他の経費
1億1498万円　1.3％

商工費
2億5027万円　2.8％
商工費
2億5027万円　2.8％

議会費
6249万円　0.7％
議会費
6249万円　0.7％

教育費
5億5818万円
6.3％

教育費
5億5818万円
6.3％

収入
92億円

町税
5億9299万円
6.4％

町税
5億9299万円
6.4％
諸収入
1億6404万円
1.8％

諸収入
1億6404万円
1.8％

その他の
自主財源
13億5798万円
14.7％

その他の
自主財源
13億5798万円
14.7％

地方交付税
36億4101万円
39.4％

地方交付税
36億4101万円
39.4％

町債
17億7357万円
19.2％

町債
17億7357万円
19.2％

国庫支出金
8億1434万円
8.8％

国庫支出金
8億1434万円
8.8％

県支出金
6億2712万円
6.8％

県支出金
6億2712万円
6.8％

その他の依存財源
2億7897万円　2.9％
その他の依存財源
2億7897万円　2.9％

自主財源
21億1501万円
22.9％

自主財源
21億1501万円
22.9％

依存財源
71億3501万円
77.1％

依存財源
71億3501万円
77.1％
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新庁舎内の金融機関などの案内表示（１Ｆ）

輝くふるさと常任委員会輝くふるさと常任委員会

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は
、

９
月
６
日
に
各
会
計
の
３
年
度
の
決
算
の
審
査
を
行
い
、

予
算
が
効
果
的
、
か
つ
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
事
業

の
実
施
効
果
や
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
確
認
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
工
事

等

に

つ

い

て

健
康
づ
く
り
事
業

に

つ

い

て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
の
推
進
に
つ
い
て

押
印
省
略
の
推
進

に

つ

い

て

文
化
財
保
護
事
業

学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
状
況
に
つ
い
て

図
書
室
の
整
備
状
況
等

新
大
橋
の
建
設
工
事

等

に

つ

い

て

財
政
関
係
に
つ
い
て

辰
柳
委
員　
１
期
工
事
の
事

業
費
と
充
当
財
源
内
訳
を
伺

う
。

政
策
秘
書
課
長　
総
工
事
費

40
億
円
、
地
方
債
の
借
り
入

れ
35
億
円
、
基
金
の
取
崩
し

５
億
円
。
地
方
債
35
億
円
の

半
分
17
億
円
が
地
方
交
付
税

に
よ
り
予
算
措
置
さ
れ
る
も

の
。
町
の
実
質
負
担
額
は
約

23
億
円
60
㌫
程
度
と
な
る
。

辰
柳
委
員　
１
期
工
事
の
引

き
渡
し
時
期
と
新
庁
舎
開
庁

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び

内
覧
会
の
実
施
に
つ
い
て
伺

う
。

政
策
秘
書
課
長　
引
き
渡
し

は
９
月
９
日
で
、
11
月
１
日

に
開
庁
す
る
予
定
。
９
月
下

旬
を
目
途
に
人
数
を
制
限
し

て
内
覧
会
を
実
施
し
た
い
。

辰
柳
委
員　
新
庁
舎
の
愛
称

を
募
集
し
て
い
る
が
愛
称
は

い
つ
、
誰
が
決
定
す
る
の
か

伺
う
。

政
策
秘
書
課
長　
町
内
の
各

種
団
体
や
町
外
の
有
識
者
に

よ
り
選
考
委
員
会
を
組
織
し
、

10
月
上
旬
ま
で
に
は
決
定
し

た
い
。

辰
柳
委
員　
庁
舎
へ
商
工
会
、

盛
岡
信
用
金
庫
等
が
入
居
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
家
賃
は

ど
れ
く
ら
い
を
想
定
し
て
い

る
か
伺
う
。

政
策
秘
書
課
長　
こ
れ
ま
で

の
会
議
室
等
の
利
用
料
金
を

踏
ま
え
、
工
事
費
の
総
額
や

耐
用
年
数
、
延
べ
床
面
積
等

も
勘
案
し
な
が
ら
料
金
を
設

定
し
た
い
。

辰
柳
委
員　
２
期
工
事
の
内

容
と
財
源
内
訳
、
工
事
の
発

注
時
期
を
伺
う
。

副
町
長　
工
事
内
容
は
、
大

屋
根
広
場
、
消
防
分
署
棟
、

車
庫
棟
、
外
構
の
４
工
事
。

事
業
費
は
11
億
円
、
既
存
施

設
の
解
体
経
費
が
１
億
５
千

万
円
で
合
計
12
億
５
千
万
円

と
な
る
予
定
。
財
源
は
、
過

疎
債
等
有
利
な
起
債
を
導
入

し
た
い
。
こ
れ
ら
は
、
地
方

交
付
税
の
措
置
を
受
け
ら
れ

る
財
源
で
あ
り
、
町
の
実
質

負
担
は
、
総
額
の
60
㌫
ほ
ど
。

工
事
の
発
注
時
期
は
、
10
月

中
旬
ま
で
に
議
会
に
提
案
し
、

議
決
を
経
て
発
注
し
た
い
。

工
期
は
約
１
年
を
見
込
ん
で

い
る
。

山
崎
委
員　
公
費
負
担
比
率

が
前
年
度
に
比
較
し
て
３
㌫

増
加
し
て
い
る
要
因
を
伺
う
。

総
務
課
長　
前
年
度
よ
り
、

任
意
の
繰
上
げ
償
還
額
を
６

千
万
円
増
加
さ
せ
た
た
め
で

あ
り
、
一
時
的
な
上
昇
で
財

政
運
営
上
問
題
は
無
い
。

柴
田
委
員　
昭
和
47
年
度
か

ら
あ
る
土
地
開
発
基
金
の
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長　

平
成
２
年
に
グ

リ
ー
ン
テ
ー
ジ
や
総
合
運
動

公
園
の
用
地
取
得
の
際
に
活

用
し
た
基
金
で
、
今
後
運
用

を
検
討
し
た
い
。

柴
田
委
員　
財
政
調
整
基
金

の
残
高
に
つ
い
て
は
、
予
算

の
10
～
20
㌫
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
財

政
調
整
基
金
の
適
正
な
積
み

立
て
に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長　
現
在
、
財
政
調
整

基
金
の
積
立
額
は
予
算
の
20

㌫
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
基
金
は
、
経
済
情
勢
の
変

動
や
災
害
時
の
対
応
な
ど
に

活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
方
針
を
大
き
く
変
え

る
意
向
は
な
い
。

柴
田
委
員　
現
在
の
基
金
の

額
で
は
、
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
不
足
す
る
の

で
は
。

副
町
長　
こ
れ
ま
で
、
国
が

示
し
て
い
る
最
高
値
に
近
い

額
を
積
み
立
て
て
き
た
が
、

災
害
時
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、

今
後
検
討
す
る
。

山
崎
委
員　
健
康
づ
く
り
事

業
で
の
ニ
コ
ち
ゃ
ん
ポ
イ
ン

ト
活
用
の
成
果
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
前
年
度
に

比
べ
、
各
種
が
ん
検
診
な
ど

の
受
診
率
が
増
加
し
た
こ
と

か
ら
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

近
藤
委
員
　
新
大
橋
の
建
設

工
事
に
係
る
費
用
の
総
額
と

町
の
負
担
額
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
水
道
課
長　
令
和
元
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
で
、

約
５
億
１
３
９
９
万
円
で
、

国
交
付
金
と
県
補
助
金
を
併

せ
て
２
億
７
８
１
５
万
円
。

残
り
の
２
億
３
５
８
４
万
円

の
う
ち
、
起
債
額
は
１
億
８

７
６
０
万
円
で
、
残
り
の
４

８
２
４
万
円
が
一
般
財
源
。

な
お
、
こ
の
う
ち
木
製
屋
根

工
事
に
係
る
事
業
費
は
、
８

４
０
４
万
円
で
、
財
源
は
国

の
交
付
金
が
４
２
０
２
万
円

で
、
残
り
の
４
２
０
２
万
円

の
90
㌫
起
債
を
充
当
し
、
一

般
財
源
は
４
２
２
２
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

近
藤
委
員　
新
大
橋
は
、
い

つ
町
民
が
通
常
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　
10
月
中
に

は
通
行
可
能
と
な
る
よ
う
に

工
事
を
進
め
て
い
る
。

遠
藤
委
員　
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
は
県
内

第
１
位
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
を
更
に
推
進
す
る
に

は
。

住
民
会
計
課
長　
町
民
の
依

頼
に
応
じ
て
出
向
く
出
張
サ

ポ
ー
ト
を
推
進
す
る
。

遠
藤
委
員　
書
類
手
続
き
な

ど
、
押
印
省
略
で
き
る
も
の

が
あ
る
が
、
推
進
状
況
を
伺

う
。

住
民
会
計
課
長　
今
後
、
押

印
省
略
可
能
な
書
類
等
を
精

査
し
、押
印
省
略
を
推
進
す
る
。

遠
藤
委
員　
学
校
現
場
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
状
況
と
、

推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
の
諸

課
題
な
ど
に
つ
い
て
を
伺
う
。

教
育
長　
国
が
進
め
る
ギ
ガ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、
学

校
内
の
通
信
環
境
を
整
え
、

児
童
生
徒
に
一
人
一
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
し
、

授
業
な
ど
で
活
用
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
の
た
め
、
学
校

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
各
学

校
を
定
期
的
に
巡
回
し
、
教

師
の
指
導
や
支
援
に
あ
た
り

課
題
解
決
等
に
対
応
し
て
い
る
。

遠
藤
委
員　
町
の
図
書
室
で

取
り
扱
う
新
刊
本
は
年
間
何

冊
か
、
他
市
町
村
と
比
べ
て

少
な
く
な
い
の
か
。
ま
た
、

新
庁
舎
で
の
図
書
室
の
整
備

状
況
を
伺
う
。

ま
な
び
交
流
課
長　
年
間
１

０
０
万
円
ほ
ど
の
予
算
で
６

０
０
冊
程
度
購
入
し
て
お
り
、

他
市
町
村
と
同
程
度
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、

新
庁
舎
の
図
書
室
の
充
実
に

向
け
、
図
書
費
の
増
額
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
も
含
め
て

検
討
し
て
い
る
。

近
藤
委
員　
文
化
財
保
護
事

業
費
が
少
な
い
と
感
じ
る
が

教
育
長
の
所
見
は
。

教
育
長　
町
の
子
ど
も
達
に

継
承
す
る
た
め
に
も
、
文
化

事
業
に
係
る
適
切
な
事
業
費

措
置
に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
。
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Ｄ
Ｍ
Ｏ
新
商
品
開

発
事
業
に
つ
い
て

出
生
数
の
減
少

に

つ

い

て

地
方
版
総
合
戦
略

に

つ

い

て

畜
産
開
発
公
社

に

つ

い

て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
経
済
効
果
に
つ
い
て

近
藤
委
員　
く
ず
ま
き
鍋
新

商
品
開
発
事
業
に
つ
い
て
の

成
果
を
伺
う
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進
課
長

　

第
３
セ
ク
タ
ー
の
ほ
か
、

今
年
度
、
町
内
３
店
舗
が
新

た
に
事
業
を
実
施
。
11
月
か

ら
３
月
ま
で
の
４
カ
月
間
で
、

新
店
舗
３
店
は
６
５
６
食
、

第
３
セ
ク
タ
ー
で
は
１
６
２

３
食
出
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
飲
食
店
の
売
り
上
げ
が
落

ち
込
ん
だ
中
に
お
い
て
は
、

テ
レ
ビ
番
組
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
話
題
性
も
あ
り
、

町
内
外
へ
の
発
信
と
、
町
内

の
飲
食
店
な
ど
売
り
上
げ
増

加
等
の
成
果
が
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

近
藤
委
員　
く
ず
ま
き
鍋
以

外
の
商
品
開
発
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。　

い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進
課
長

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
の
中
で
、

町
の
食
材
を
活
用
し
て
何
か

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
重
ね
て
き

た
。
そ
の
中
で
、
ワ
イ
ン
ソ

ル
ト
、
畜
産
開
発
公
社
で
は

チ
ー
ズ
ク
ッ
キ
ー
、(

株)

岩

手
く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
で
は
ワ

イ
ン
を
使
っ
た
ポ
ー
ク
ソ

テ
ー
や
ミ
ー
ト
ピ
ザ
な
ど
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
検
討
さ
れ
た
物
が

商
品
化
に
つ
な
が
っ
た
事
例

も
あ
る
。

遠
藤
委
員　
町
独
自
の
施
策

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
エ

ン
ジ
ョ
イ
チ
ケ
ッ
ト
の
町
内

に
お
け
る
経
済
効
果
を
伺
う
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進
課
長

　
エ
ン
ジ
ョ
イ
チ
ケ
ッ
ト
の

販
売
は
好
評
で
、
補
正
予
算

を
計
上
し
、
再
度
販
売
す
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
販
売
さ
れ

た
エ
ン
ジ
ョ
イ
チ
ケ
ッ
ト
は
、

町
内
の
商
店
や
飲
食
店
で
多

く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
経
済

効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

新たに商品開発されたワインソルト

　
一
つ
目
は
、
木
橋
建
設
工

事
に
つ
い
て
で
あ
る
。
令
和

３
年
度
予
算
審
議
の
際
に
実

施
し
た
町
民
へ
の
独
自
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
納

得
し
て
い
な
い
町
民
が
お
り
、

事
業
が
進
む
中
で
「
本
当
に

大
橋
に
屋
根
を
か
け
る
必
要

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
疑
問
が
生
じ
た
が
、
い

ま
だ
に
払
拭
で
き
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
商
工
費
の
「
木
橋

建
設
工
事
」
と
い
う
予
算
項

目
に
つ
い
て
も
疑
問
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
工
事
名
は
「
町

道
葛
巻
浦
子
内
線
大
橋
下
部

工
工
事
」
あ
る
い
は
「
大
橋

上
部
工
工
事
」
と
い
う
名
目

で
執
行
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
工
事
の
予
算
・
決
算
は
、

商
工
費
で
執
行
さ
れ
、
工
事

　
令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
が
と
ど
ま
ら
ず
、
町
民
の

生
活
、
雇
用
や
経
済
に
お
い

て
も
、
大
き
な
影
響
が
出
た

１
年
で
あ
っ
た
。
感
染
拡
大

防
止
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
地

域
経
済
の
回
復
に
向
け
た
対

策
・
対
応
の
ほ
か
、
町
制
施

行
66
周
年
の
節
目
を
町
民
と

祝
う
な
ど
、「
山
村
の
モ
デ

ル
」
と
し
て
の
取
組
み
を
町

内
外
に
発
信
し
て
き
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
を
機
に
テ
レ
ワ
ー

ク
が
普
及
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
可
能
と
す
る
「
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
」
が
整
備
さ
れ
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
新

名
も
「
木
橋
建
設
工
事
」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工

事
名
を「
大
橋
上
屋
工
工
事
」

と
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
大
橋
を
「
木

橋
」
と
呼
ぶ
の
に
は
抵
抗
が

あ
る
。
今
後
、
大
橋
を
見
に

来
ら
れ
た
方
に
は
「
国
内
で

は
大
変
希
少
な
木
屋
根
橋
」

と
紹
介
、
説
明
を
し
た
方
が

分
か
り
や
す
い
と
考
え
る
。

　
二
つ
目
は
、
文
化
財
保
護

事
業
費
の
予
算
が
少
な
す
ぎ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文

化
財
保
護
は
、
単
に
文
化
財

の
保
管
、
維
持
だ
け
で
な
く
、

展
示
・
活
用
・
調
査
・
研
究
・

評
価
・
発
信
・
啓
発
、
物
件

に
よ
っ
て
は
発
掘
・
修
復
な

ど
幅
広
い
活
動
が
求
め
ら
れ

る
。
現
在
の
葛
巻
町
に
繋
が

る
あ
ら
ゆ
る
文
化
財
を
大
切

に
管
理
し
、
町
民
や
将
来
町

を
背
負
っ
て
育
つ
子
供
た
ち

の
財
産
と
な
る
文
化
財
保
護

行
政
に
も
っ
と
光
を
当
て
る

べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認

定
に
反
対
す
る
。

た
な
働
き
方
の
実
現
が
図
ら

れ
、
今
後
の
利
用
に
期
待
す

る
。

　
ま
た
、
町
産
木
材
を
活
用

し
た
大
橋
が
完
成
し
、
今
後

「
林
業
の
町
く
ず
ま
き
」
の

広
告
塔
と
し
て
大
き
な
Ｐ
Ｒ

と
、
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
誘
客
効
果
に
期
待
す
る
。

そ
の
他
、「
く
ず
ま
き
鍋
」

の
開
発
・
提
供
で
は
、
第
３

セ
ク
タ
ー
に
加
え
町
内
飲
食

店
３
店
舗
が
加
わ
り
、
町
の

新
た
な
食
文
化
と
「
食
」
を

始
め
と
し
た
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
だ
。

　
さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

大
き
く
影
響
を
受
け
た
町
内

商
工
業
者
の
事
業
継
続
を
支

援
す
る
た
め
の
各
種
対
策
事

業
や
地
域
経
済
の
回
復
を
図

る
た
め
の
町
独
自
の
ダ
ブ
ル

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に

取
り
組
ん
だ
。

　
ま
た
、
町
の
各
種
財
政
指

標
に
つ
い
て
も
良
好
な
状
況

で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
約
）

賛
成
討
論
（
要
約
）

近
藤　
聖　
議
員

辰
柳　
敬
一　
議
員

辰
柳
委
員　
出
生
数
を
増
や

す
た
め
に
は
若
い
女
性
の
人

口
増
が
必
要
で
あ
る
が
、
具

体
的
な
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長　
町
内
の
若
い
女
性

の
人
口
増
に
は
、
雇
用
の
場

の
確
保
が
必
要
。
町
で
は
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
活
動
に
よ
り
、
起
業

も
視
野
に
入
れ
た
商
品
開
発

な
ど
行
っ
て
い
る
。
若
い
人

が
起
業
で
き
る
町
に
し
た
い

こ
と
か
ら
、
支
援
な
ど
の
充

実
を
図
る
。

辰
柳
委
員　
畜
産
開
発
公
社

に
お
い
て
、
乳
牛
の
育
成
事

業
は
重
要
で
あ
る
が
、
事
業

の
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て

を
伺
う
。

副
町
長　
畜
産
開
発
公
社
の

施
設
の
老
朽
化
な
ど
諸
課
題

も
含
め
て
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

山
崎
委
員　
地
方
版
総
合
戦

略
の
効
果
と
検
証
に
つ
い
て
、

有
識
者
会
議
で
出
さ
れ
た
意

見
や
指
摘
事
項
に
つ
い
て
伺

う
。

政
策
秘
書
課
長　
有
識
者
会

議
で
は
以
下
の
こ
と
が
意
見

と
し
て
出
さ
れ
た
。
出
生
数

を
増
や
す
た
め
に
パ
ー
ト

ナ
ー
制
の
導
入
・
山
村
留
学

生
卒
業
後
の
町
と
の
関
わ
り

方
を
検
証
・
町
内
に
あ
る
企

業
や
仕
事
を
更
に
Ｐ
Ｒ
・
消

防
団
や
自
治
会
の
再
編
成
・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
積
極

的
な
実
施
・
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ

ン
で
町
の
魅
力
を
発
信
。

山
崎
委
員　
令
和
３
年
度
末

に
お
け
る
総
合
戦
略
の
評
価

に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長　
人
口
の
社
会
動
態

は
目
標
数
値
を
達
成
し
て
い

る
が
、
年
間
出
生
数
や
町
民

一
人
あ
た
り
の
分
配
所
得
は

目
標
数
値
を
達
成
で
き
な

か
っ
た
。
子
育
て
支
援
対
策

の
成
果
は
で
て
い
る
が
、
目

標
値
を
達
成
で
き
な
か
っ
た

項
目
が
あ
り
課
題
が
見
え
て

き
た
。
今
後
、
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
次
期
計
画
や
来

年
度
の
当
初
予
算
措
置
に
向

け
十
分
検
討
す
る
。

ＤＭＯの活動に参加する若者
（サテライトオフィス）
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議案等
番　号 件名と主な内容 議決

結果

下
屋
敷
幸
男

遠
藤　
裕
樹

近
藤　
　
聖

山
崎　
邦
廣

柴
田　
勇
雄

鈴
木　
　
満

辰
柳　
敬
一

姉
帯　
春
治

高
宮　
一
明

　４年度：補正予算
議　案
第32号

一般会計（第３号）
…６億1287万円増額し、90億9955万円に 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第33号

農業集落排水事業特別会計(第1号)
…524万円増額し、2億2918万円に 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

　条例改正
議　案
第34号

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
…職員の妊娠・出産・育児等に必要な措置を講ずる 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第35号

葛巻町の議会議員及び長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部を改正する条例…対象とな
る費用の単価を引き上げ

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

　人事案件

同　意
第２号

教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることにつ
いて
…志田　一将さん（城内小路・新任）

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

　その他

議　案
第36号

公の施設に係る指定管理者の指定に関し議決を求める
ことについて…指定管理者となる団体：社会福祉法人
葛巻町社会福祉協議会

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 除
斥

除
斥 －

議　案
第37号

人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めること
について
…上小路隆男さん（田代・再任）

意見
適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

　３年度：決算
認　定
第３号

一般会計…歳入総額92億5002万円、歳出総額89億
610万円 認定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 －

認　定
第４号

国民健康保険事業勘定特別会計…歳入総額9億2227
万円、歳出総額9億888万円 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

認　定
第５号

農業集落排水事業特別会計…歳入総額2億845万円、
歳出総額2億321万円 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

認　定
第6号

後期高齢者医療事業特別会計…歳入総額8147万円、
歳出総額7747万円 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

※〇は原案に賛成、×は反対。議長は裁決に加わりません。施設関係議員は採決に加わることができません。

定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

議  員  議  員  のの  判  断 判  断〈議決結果〉

くずまきテレビ
録画放送の予定

月　　日 時　間 内　　　容

10月７日（金）
９時～ 議案説明、一般質問
17時～ 議案審査、審議結果

10月８日（土）
９時～ 議案審査、審議結果
17時～ 議案説明、一般質問

10月９日（日）
９時～ 議案説明、一般質問
17時～ 議案審査、審議結果

今ここが
聞きたい
　９月５日、３議員が一般
質問を行いました。
　一般質問は、町の行政全
般にわたり、事務の執行状
況や将来の方針などを幅広
い視点から報告や説明を求
め質問します。　　　　
　議員の質問できる時間は、
１時間以内です。
　議事録の内容は、町の
ホームページと議会事務局
で閲覧できます。

12ぺージ
山崎　邦廣 議員
１．多様な担い手による
地域力維持について
２．酪農の振興について

13ぺージ
姉帯　春治 議員
１．大雨被害状況につい
て
２．森林整備事業につい
て

14ぺージ
柴田　勇雄 議員
１．決算から視た町財政
運営の今昔と中期展望
等について
２．聴覚障がい者等への
支援について

Next p
age

一般質問 　
９
月
定
例
会
議
で
人
事
案
件
や
条
例
改
正
、
４
年

度
補
正
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

条

例

そ

の

他

人
事
案
件

◇
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　
６
億
１
２
８
７
万
円
追
加

し
、
総
額
を
90
億
９
９
５
５

万
円
と
し
ま
し
た
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
（
第

１
号
）

　
５
２
４
万
円
追
加
し
、
総

額
２
億
２
９
１
８
万
円
と
し

ま
し
た
。

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　
国
に
準
じ
、職
員
の
妊
娠・

出
産
・
育
児
等
に
必
要
な
措

置
と
し
て
、
育
児
休
業
に
関

す
る
条
件
を
緩
和
す
る
も
の
。

適
用
は
４
年
10
月
か
ら
。

●
葛
巻
町
の
議
会
議
員
及
び

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
改
正

　
国
に
準
じ
対
象
と
な
る
費

用
の
単
価
を
引
き
上
げ
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定

◇
施
設
名　
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

◇
指
定
管
理
者　
社
会
福
祉

法
人
葛
巻
町
社
会
福
祉
協

議
会

◇
指
定
期
間　
４
年
10
月
か

ら
８
年
３
月
ま
で

●
人
権
擁
護
委
員
の
同
意

　
上
小
路
隆
男
さ
ん（
田
代
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
。

　
任
期
は
７
年
12
月
31
日
ま

で
。（
再
任
）

●
教
育
委
員
の
同
意

　
志
田
一
将
さ
ん
（
城
内
小

路
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
。

　
任
期
は
８
年
９
月
30
日
ま

で
。（
新
任
）

志田一将さん

補 正 予 算 の 主 な 内 容

会計名など 補正額 補正後の予算額

一般会計（第２号）
 専決処分（8/5） 3800万円 84億8667万円

主な使いみち
　■災害(8/2 ～ 3発生)の応急復旧費、本復旧工事に向け災害査定の設計業務など
　　　……………………………………………………………………… 3800万円

一般会計（第３号） ６億1287万円 90億9955万円

主な使いみち
　■基金への積み立て…………………………………………………2億5000万円
　■８月豪雨災害の災害復旧費………………………………………… 7500万円
　■いわて子育て世帯臨時特別支援給付事業  ………………………… 801万円
　■経済活性化事業……………………………………………………… 2667万円
　■長期債償還元金……………………………………………………2億2193万円
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８
月
３
日
の
大
雨
で

は
、
町
内
に
ど
ん
な
被
害
が

あ
っ
た
の
か
伺
う
。
心
配
さ

れ
る
民
家
の
被
害
は
、
あ
っ

た
の
か
。

　
　
　
は
じ
め
に
、
大
雨
の

概
要
は
、
２
日
間
の
合
計
雨

量
が
１
４
１
ミ
リ
と
な
っ
て

い
て
町
内
各
所
で
被
害
が
発

生
し
た
。
町
で
は
、
３
日
早

朝
の
大
雨
警
報
の
発
令
と
同

時
に
災
害
警
戒
本
部
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
後
に
馬
淵
川
の

水
位
が
上
昇
し
た
こ
と
か
ら

災
害
対
策
本
部
に
移
行
し
、

議
員

町
長

　
　
　
資
材
価
格
が
上
昇
し

て
い
る
現
状
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
　
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
酪
農
は
、
明
治
25
年
の
乳

牛
導
入
以
来
、
先
人
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
本
年
で

１
３
０
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

　
現
在
、
平
成
26
年
度
に
策

定
し
た
「
１
０
０
年
先
ま
で

持
続
す
る
酪
農
郷
」
を
目
指

す
、
新
く
ず
ま
き
型
酪
農
構

想
に
よ
り
、
酪
農
で
農
山
村

の
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
取
組

を
進
め
て
い
る
。

議
員

町
長

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
今
後
の
推
進
を
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で

13
名
の
隊
員
が
着
任
し
、
５

名
の
隊
員
が
現
在
、
活
動
し

て
い
る
。
ま
た
、
任
期
を
終

え
た
隊
員
２
名
が
町
と
の
か

か
わ
り
を
継
続
し
て
お
り
、

う
ち
１
名
が
町
内
で
起
業
し
、

定
住
し
て
い
る
。

　
課
題
は
、
任
期
終
了
後
の

議
員

町
長

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

一般質問

問

答

物価高騰下の酪農振興は

短・長期の対策で経営安定を図る

一般質問

酪
農
の
振
興

地
域
力
の
維
持

姉
あね

帯
たい

　春
はる

治
じ

 議員

田
子
地
区
よ
り
下
流
の
馬
淵

川
流
域
及
び
星
野
地
区
の
住

民
に
対
し
て
警
戒
レ
ベ
ル
４

「
避
難
指
示
」
を
発
令
し
安

全
確
保
に
努
め
た
。
短
時
間

で
急
激
な
降
雨
に
よ
り
小
規

模
河
川
に
お
い
て
流
量
が
増

加
し
土
石
流
や
土
砂
崩
れ
が

多
数
発
生
し
た
。
民
家
へ
の

被
害
状
況
は
、
床
下
浸
水
５

件
、
土
砂
流
入
が
２
件
、
畜

舎
・
小
屋
・
地
下
作
業
所
な

ど
で
は
、
床
下
浸
水
７
件
土

砂
流
入
が
２
件
と
な
っ
て
い

る
。

　
県
道
・
町
道
の
被
害
状
況

は
土
砂
流
出
が
国
道
281
号
・

問

答

大雨被害の状況について

町 内 で 土 砂 流 出 の 被 害 多 発

一
部
地
域
に
避
難
指
示

町
独
自
で
除
間
伐
事
業
を

実
施
し
て
い
る
の
か

国
道
340
号
で
そ
れ
ぞ
れ
２
カ

所
発
生
。
県
道
一
戸
葛
巻
線

で
は
５
カ
所
発
生
し
た
。
町

が
管
理
す
る
町
道
・
農
道
・

林
道
に
お
い
て
は
、
56
路
線

が
被
害
を
受
け
た
。
現
在
、

国
道
・
県
道
・
町
道
等
に
お

い
て
通
行
規
制
は
な
く
生
活

に
影
響
は
な
い
。

　
農
地
の
被
害
状
況
は
、
被

害
農
家
戸
数
は
６
戸
、
被
害

面
積
で
２
・
２
㌶
と
な
っ
て

い
る
。

　
山
林
の
被
害
状
況
は
、
多

く
の
林
道
や
作
業
道
が
被
害

を
受
け
て
お
り
、
現
地
確
認

が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
現

時
点
で
確
認
し
た
被
害
は
、

植
栽
し
た
山
林
へ
の
土
砂
の

流
入
・
流
出
が
２
カ
所
と

な
っ
て
い
る
。
町
で
は
、
引

き
続
き
林
道
・
作
業
道
の
復

旧
状
況
を
見
な
が
ら
順
次
、

被
害
状
況
の
確
認
に
努
め
る
。

冬に備えるデントコーンの“ほ場”

土砂や木が流出した町道毛頭沢線

伐
・
保
育
事
業
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
残
っ
て
い
る
山
林
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
　
森
林
整
備
事
業
は
国

か
ら
県
に
予
算
が
配
分
さ
れ
、

振
興
局
で
市
町
村
に
再
配
分

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
盛
岡

広
域
振
興
局
で
は
、
再
造
林

に
係
る
植
え
付
け
、
下
刈
り

に
予
算
を
配
分
し
て
い
る
。

　
一
方
、
３
齢
級
以
上
で
実

施
す
べ
き
除
伐
・
保
育
間
伐

に
は
予
算
が
配
分
さ
れ
な
い

状
況
で
令
和
３
年
度
末
時
点

で
約
64
㌶
の
山
林
が
未
整
備

に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町

で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
て
、
新
た
に
除
伐
・

保
育
間
伐
を
町
単
独
補
助
事

業
で
実
施
す
る
。
補
助
率
は

77
㌫
で
、
今
年
度
は
除
伐
40

㌶
、
保
育
間
伐
を
10
㌶
計
画
。

　
町
で
は
、
引
き
続
き
、
森

林
の
持
つ
豊
か
な
資
源
と
公

益
的
な
機
能
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
、
適
正
な
森
林

管
理
に
努
め
て
い
く
。

町
長

　
し
か
し
な
が
ら
、
原
油
価

格
の
高
騰
、
急
速
な
円
安
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
飼

料
穀
物
価
格
の
上
昇
な
ど
に

よ
り
、
酪
農
経
営
を
取
り
巻

く
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。

　
町
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
や
農
地
の
有
効
活
用
、

家
畜
排
泄
物
の
適
切
な
利
用

に
よ
る
循
環
型
畜
産
な
ど
の

推
進
に
よ
り
、
自
給
粗
飼
料

の
生
産
性
向
上
に
取
組
ん
で

き
て
お
り
、
改
め
て
取
組
み

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
現
在
、
価
格
上
昇
に
対
す

る
短
期
的
対
策
と
し
て
「
生

産
資
材
に
係
る
助
成
」、
長
期

的
な
対
策
と
し
て
「
自
給
飼

料
の
生
産
性
を
さ
ら
に
向
上

す
る
た
め
の
草
地
更
新
事
業
」

を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
社
会

情
勢
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定

的
な
生
産
環
境
を
整
え
て
い

く
と
と
も
に
、
生
産
物
の
高

付
加
価
値
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
よ
り
一
層
進
め
る
こ
と
で
、

経
営
の
安
定
化
を
図
り
、
地

域
経
済
を
牽
引
す
る
町
の
基

幹
産
業
と
し
て
、
さ
ら
な
る

成
長
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

定
着
・
定
住
で
あ
り
、
起
業

や
就
労
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
、

受
入
れ
体
制
の
強
化
を
図
る

必
要
を
認
識
し
て
い
る
。

　
国
で
は
、
今
後
も
本
制
度

を
推
進
し
て
い
く
と
こ
ろ
で

あ
り
、
町
で
も
積
極
的
に
有

効
活
用
し
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
「
も
の
づ
く
り
」
や

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
「
地

域
課
題
解
決
」
な
ど
広
く
外

部
人
材
を
確
保
で
き
る
取
組

み
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
地
域
の
担
い
手
確
保

の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　
町
総
合
計
画
に
基
づ

き
「
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
考
え
に
よ
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
、
複
雑
多
様

化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
取
組

ん
で
い
る
。

　
一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
お
い
て
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
率
上
昇
に
よ
り
、

担
い
手
が
不
足
す
る
状
況
を

認
識
し
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
可
能
な
限
り

の
支
援
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

新
た
な
地
域
と
の
か
か
わ
り

方
を
取
入
れ
、
こ
れ
ま
で
に

無
い
形
で
の
担
い
手
確
保
も

検
討
し
て
い
く
。

議
員

町
長

　
　
　
町
全
体
の
山
林
で
除

議
員



142022（令和４）年10月３日発行No.20115 2022（令和４）年10月３日発行No.201

　
　
　
鈴
木
町
長
就
任
時
と

現
在
の
一
般
会
計
決
算
を
比

較
し
た
財
政
運
営
所
見
は
。

　
　
　
国
に
よ
る
「
地
方
分

権
一
括
法
」
の
施
行
や
、「
三

位
一
体
改
革
」
の
施
行
で
、

町
長
就
任
前
か
ら
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
い
た
。
当
時
は
、

公
共
事
業
の
抑
制
や
職
員
削

減
・
給
与
カ
ッ
ト
な
ど
の
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
市

町
村
合
併
は
せ
ず
に
自
立
し

た
町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

議
員

町
長

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

問

答

町財政運営の現況と見通しは

行財政改革以後安定的に運営

一般質問

14
年
前
と
今
決
算
の
財
政

運
営
の
比
較
に
つ
い
て

葛
巻
町
内
の
聴
覚
障
が
い

者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
「
障
害
者
総
合
支
援

法
」
や
「
児
童
福
祉
法
」
の

基
準
に
よ
る
補
聴
器
の
購
入
、

修
理
の
助
成
や
聴
覚
障
が
い

軽
減
の
た
め
の
必
要
な
手
術

費
用
の
一
部
助
成
の
ほ
か
、

各
種
支
援
器
具
・
手
話
通
訳

派
遣
費
用
の
給
付
な
ど
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、「
情
報
を
得
る
た

め
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る

た
め
の
手
段
の
確
保
」
と
い

う
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
向

け
た
取
組
み
を
進
め
た
い
。

　
　
　
聴
覚
軽
度
の
難
聴
者

に
対
す
る
補
聴
器
購
入
へ
の

町
単
独
補
助
制
度
を
創
設
し

た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
県
事
業
と
し
て
「
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
」
が
創

設
さ
れ
て
い
る
。
県
内
３
市

町
村
で
単
独
事
業
と
し
て
整

備
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
総
合
的
な
対

応
・
検
討
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
き
た
い
。

町
長

議
員

町
長

令
和
３
年
度
決
算
は
、
平
成

20
年
度
に
比
べ
37
億
円
ほ
ど

増
え
、
行
財
政
改
革
の
良
い

影
響
が
子
育
て
支
援
・
葛
巻

高
校
支
援・移
住
定
住
対
策・

新
庁
舎
建
設
な
ど
の
公
共
施

設
整
備
等
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
普
通
交
付
税
の
動
向

と
見
通
し
は
。

　
　
　

令
和
２
年
度
以
降
、

相
対
的
に
普
通
交
付
税
は
増

加
し
て
お
り
令
和
６
年
度
ま

で
は
、
同
水
準
で
の
配
分
が

見
込
ま
れ
る
。
今
後
は
、
町

公
債
費
が
増
加
す
る
こ
と
か

議
員

町
長

完成間近の高齢者福祉センター

ら
、
当
面
は
交
付
税
が
増
加

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
地
方
債
残
高
は
、
ど

の
よ
う
に
償
還
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
96
億
円
以
上
の
地

方
債
元
利
償
還
金
の
３
分
の

２
は
、
今
後
普
通
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

町
の
実
質
的
負
担
は
34
億
円

程
度
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
今
後
の
行
財
政
改
革

の
取
組
み
方
策
は
。

　
　
　
引
き
続
き
「
行
政
コ

ス
ト
の
圧
縮
」・「
費
用
対
効

果
」
を
継
続
し
、
行
財
政
運

営
に
取
り
組
む
。
現
在
安
定

的
な
行
財
政
運
営
が
で
き
て

い
る
が
、
変
化
す
る
社
会
情

勢
や
世
界
経
済
の
今
後
の
動

向
を
注
視
し
、
柔
軟
か
つ
適

切
・
的
確
に
取
り
組
め
る
体

制
を
整
え
て
参
り
た
い
。

議
員

副
町
長

議
員

町
長

　
　
　
聴
覚
障
が
い
者
に
対

す
る
町
の
支
援
の
現
状
と
今

後
の
課
題
は
。

議
員

道路の一部が崩落した町道大沢線大きく崩れた町道根地戸線

　
９
月
定
例
会
議
後
に
大
雨

被
害
調
査
の
と
り
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
。

　
各
議
員
か
ら
、
実
際
に
現

地
を
見
た
感
想
や
意
見
、
要

望
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
時
の
議
会
の
在
り
方

を
確
認
し
、
と
り
ま
と
め
を

終
了
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
議
会

の

在

り

方

は

　
県
道
、
町
道
を
中
心
に
大

沢
、
城
内
小
路
、
垂
柳
地
区

２
カ
所
、
小
田
地
区
２
カ
所
、

毛
頭
沢
、
根
地
戸
を
現
地
調

査
し
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
に
は
、
岩
手
土

木
セ
ン
タ
ー
と
町
の
建
設
水

道
課
が
同
行
し
、
当
時
の
被

害
状
況
や
当
日
の
対
応
、
今

後
の
対
策
等
を
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
の
中
心
部
で
あ
り
住
宅

地
で
も
あ
る
城
内
小
路
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
降
雨
時
に
は
頻

繁
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
地
域
で
し
た
が
、
濁
水

だ
け
で
な
く
土
砂
も
流
出
し
、

国
道
281
号
線
に
ま
で
被
害
が

及
び
ま
し
た
。

　
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
で
は
、

城
内
小
路
の
鏡
沢
上
流
部
を

調
査
し
、
土
砂
流
出
の
原
因

を
確
認
し
て
お
り
、
各
方
面

と
の
調
整
と
、
こ
れ
か
ら
の

対
策
を
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
今
回
、
調
査
出
来
な
か
っ

た
被
害
箇
所
は
写
真
で
被
害

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

８
カ
所
を
調
査

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は
、
９
月
７
日
に
、

８
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
降
っ
た
記
録
的
大
雨
に
よ
る
被
害
箇
所

を
視
察
し
ま
し
た
。

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会 

大
雨
被
害
調
査

議
会
を
傍
聴
し
て

　
本
町
に
関
心
の
あ
る
大
学

生
等
を
対
象
と
し
て
実
施
し

て
い
る
「
葛
巻
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
に
参
加
し
た
大

学
生
や
短
大
生
５
名
は
、
９

月
２
日
に
再
開
さ
れ
た
９
月

定
例
会
議
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
学
生
ら
は
、
真
剣
な
眼
差

し
で
会
議
を
傍
聴
し
て
お
り
、

「
会
場
内
の
張
り
つ
め
た
空

気
を
体
験
で
き
た
」「
真
剣

に
町
の
施
策
な
ど
を
議
論
し

て
お
り
、
熱
意
が
伝
わ
っ
た
」

「
議
会
や
議
員
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
た
」「
テ
レ
ビ
で

は
な
く
、
生
の
議
会
を
傍
聴

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
感
想

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

議会を傍聴する大学生ら

町内各所で　　町内各所で　　
大きな被害大きな被害
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編

集

後

記

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交際費
です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

7月
8月
9月

31,250円

48,000円

13,000円

（
（
（

高砂荘南棟開所式ほか

盛岡広域市町議長会懇談
会ほか

地区議長会議長・局長会
議ほか

）
）
）

N
o.　
　

201
９
月
定
例
会
議

2022（令
和
４
）年
10月

３
日
発
行

発
行
　
岩
手
県
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FAX・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
https://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約72円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は次の定例会議は1212月月２２日（金）日（金）です。です。

　
３
年
も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
。
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
以
前
の
日
常
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
に
は
、
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
花
火
の

打
ち
上
げ
な
ど
の
催
し
が
あ
り
、
３
年
ぶ
り
の

「
く
ず
ま
き
秋
ま
つ
り
」
も
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
の
中
の
楽
し
み
や
潤
い
も
感
じ
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
秋
に
向
か
っ
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
中
に
活
気
と
た
く
さ

ん
の
実
り
が
あ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
広
報
常
任
委
員
会

副
委
員
長
　
遠
藤
　
裕
樹

く ず ま きく ず ま き のの 笑 顔笑 顔 表紙の紹介

　茶屋場組の皆さんは、秋まつりに踊りを
披露するため、９月は毎日、茶屋場自治会
館で練習に励みました。
　久しぶりの踊りの練習に、はじめは恥ず
かしがっていた子ども達。回を重ねるごと
に張り切って踊りを覚え、３年ぶりに開催
された「くずまき秋まつり」を盛り上げて
くれました。

くずまき秋まつりの練習をする山車茶屋場組の皆さん

｢くずまき議会だより｣に対するご意見・感想をお待ちしております｢くずまき議会だより｣に対するご意見・感想をお待ちしております


